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 本計画は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づき、廃棄物の排出抑制及び適正な処

理等を推進するため、上天草市における一般廃棄物処理の方向性を示す基本となる計画であり、

平成２３年３月に策定した「上天草市環境基本計画」の個別計画として位置づけています。 

 

 本市における廃棄物の処理は、近年の大量生産・大量消費・大量廃棄型の社会経済活動による

１人１日当たりのごみ排出量の増加などにより、環境への負荷を増大させているとともに、処理

施設の維持・管理等に多額の費用を要する結果となっていることから、今後、私たちは、ライフ

スタイルを環境負荷の少ないものに転換し、市民、事業者及び市が協働して資源の節約や有効活

用などによる循環型社会の構築を目指していく必要があります。 

 

 

 

 本概要版は、「上天草市一般廃棄物処理基本計画」（計画期間：平成２４～３２年度）の概要を

示したもので、市民の皆様向けに作成しております。是非、御一読のうえ、廃棄物の排出抑制及

び適正な処理等に御協力くださいますようお願いします。 

 

 概要版 

はじめに 

（平成 24 年度～32 年度） 

概要版について 
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 上天草市における家庭ごみの処理の流れは以下のようになっています。 

 

資源化

焼却

処理

最終処分場（埋立）

（天草市栖本町）
リサイクル業者

中間処理

・機械による粉砕

・機械、手作業による選別
・圧縮による容量減　など

分別ごみ粗大ごみ可燃ごみ

・木片

・硬質ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
・汚れた紙 など

・陶磁器

・ガラス製品
　　　　など

可燃物

中間処理残さ 資源物
・紙類
・ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ
・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類
・びん類
・缶類　など

焼却灰

収集・運搬

排出

中間処理

最終処分

 

 

 

 ・処理施設へのごみの直接持込み 

 ・地域や子供会などによる資源物の集団回収 

 ・収集運搬業者による資源物の処理（自家処理） 

      など 

 

 

 ・許可業者による収集運搬 

 ・事業者による処理施設への直接持込み 

 ・産業廃棄物処理業者による産業廃棄物の収集運搬処理 

      など 

ごみ処理の流れ 

■中間処理施設 

天草広域連合松島地区清掃センター 

上図以外の家庭ごみの処理方法 

事業ごみの処理方法 
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 上天草市における平成１６年度から平成２２年度までのごみ排出量・資源化量・ごみ処理経費の推移

は、以下の表のとおりです。 

 

 <ごみ排出量・資源化量・ごみ処理経費の推移> 

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

9,257 9,113 9,135 8,893 8,794 8,832 8,604

6,514 6,362 6,390 6,137 6,110 6,183 6,014

2,743 2,750 2,745 2,755 2,685 2,649 2,591

713 710 726 720 726 754 737

1,251 1,117 1,122 1,051 908 1,047 979

13.9 13.0 12.9 12.5 10.4 12.7 11.8

553,843 543,157 532,269 532,802 525,724 521,266 486,188

15,568 15,451 15,450 15,754 15,850 16,238 15,1911人当たりの処理経費（円）

年　　　　度

年間総排出量（ｔ）

家庭系

事業系

1人1日当たりの排出量（ｇ）

資源化量（ｔ）

リサイクル率（％）

ごみ処理経費（千円）

 

 

 

 ごみの総排出量は、平成１６年度から平成２２年度にかけて約７％減少しています。 

ごみの総排出量は年々減少していますが、人口の減少が主な要因であると考えられ、

今後さらなる削減への取組みを行う必要があります 

 

 

 １人１日当たりの排出量は、平成１６年度から平成２２年度にかけて約３．３％増加しています。 

市民一人ひとりのごみ削減に対する意識が低下していることが懸念され、今後いかに

この意識を高めて、ごみの排出量を減らしていくかが課題となります。 

 

 

 リサイクル率は平成２０年度に１０．４％まで低下し、その後若干回復していますが、平成２２

年度を平成１６年度と比較すると、２．１ポイント低下しています。 

上天草市のリサイクル率は、熊本県内４７市町村中３９位（平成２１年度調べ）と 

かなり低い値になっており、これを改善していくことが今後の課題となります。 

 

 

 １人当たりの処理経費は多少の変動はありますが、あまり変化していません。 

平成３２年度に向けて新規ごみ処理センターの建設が予定されており、その経費やご

み運搬にかかる費用などの増大をいかに押さえるかが今後の課題となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題 

課題 

課題 

課題 

ごみ処理の現状と課題 

9,256t 8,604t ●年間総排出量

9,256.7t 

【7.0％減】 

9,256.7t 

713ｇ 737ｇ ●1 人 1 日当たりの排出量 【3.3%増】 

9,256.7t 

13.9％ 11.8％ ●リサイクル率 【2.1 ﾎﾟｲﾝﾄ減】 

15,191 円 ●1 人当たりの処理経費 【377 円減】 15,568 円

3.9％ 

 

 

 毎年、消費される上天草市指定ごみ袋の枚数は、

約 100 万枚。もし、年間にかかる全てのごみ処理

費用を可燃ごみ袋（大）の販売代金でまかなうとし

たら、ごみ袋 1 枚の値段は現在の 20 円から 500

円程度に、1 セット（20 枚入）だと 400 円から 

1 万円になってしまいます・・・・・ 

可燃ごみ袋 1枚５００円!? 

■可燃ごみピットへのごみの投入 
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 上天草市における可燃ごみの組成及び成分分析の結果（平成１７年から平成２０年までの平均数値）

は以下のとおりです。 

 

      <可燃ごみの組成分析結果>            <可燃ごみの成分分析結果>      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 可燃ごみの組成として最も多く含まれているのが「紙・布類」の４３．６％で、以下「生ごみ」

２１．６％、「ビニール・ゴム・合成樹脂・皮革類」２０．８％と続いています。 

可燃ごみの６０％以上を占める「紙・布類」と「ビニール・ゴム・合成樹脂・皮革類」

を適切に分別し、資源として再利用する必要があります。 

 

 

 可燃ごみの成分分析の結果、可燃ごみの５４．０％が水分であるという結果が出ています。 

可燃ごみの減量及び焼却効率の向上のために、可燃ごみに含まれる水分をいかに削減

するかが今後の課題となります。 

 

 

 

 

 ごみ処理に関する計画の達成度を評価するために、以下の目標を設定します。 

 

 

 １人 1日当たりのごみの排出量を、平成３２年度までに１０％削減(対平成２０年度比)します。 

 

 

 リサイクル率を平成３２年度までに２０％以上にします。 

 

生ごみ
21.6%

ビニール・
ゴム・合成
樹脂・皮革
類 20.8%

木・竹・わ
ら類 3.5%

不燃物類
3.7%

その他
6.9%

紙・布類
43.6%

灰分
 7.2%

可燃分
38.9%

水分 54.0%

課題 

課題 

ごみ処理の現状と課題 

ごみ処理の目標 

可燃ごみの組成 

可燃ごみの成分 

726ｇ 654ｇ ●1 人 1 日当たりの排出量 【10%減】 

9,256.7t 

10.4％ 20％ ●リサイクル率 【9.2 ﾎﾟｲﾝﾄ増】

10%減】 

9,256.7t 
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 持続可能な社会を形成するためには、物質的な豊かさをもたらしてきたこれまでの大量生産、大量消

費、大量廃棄型の社会経済活動を見直し、限りある資源を有効に活用する循環型社会を構築する必要が

あります。 

 そこで、上天草市のごみ処理における取組みの柱となる基本方針を次のとおり定め、上天草市環境基

本計画の重点施策に掲げる『ごみを減らし、資源の循環型社会を目指すまちづくり』を目指します。 

 

 

１ ごみの減量とリサイクルの推進 

   発生抑制（リデュース）、再使用（リユース）、再生利用（リサイクル）の３Ｒの取組みを促進し、 

  限りある資源をできる限り有効に活用します。 

基本施策 施策の概要

現在の事業活動や消費行動を見直し、必要以上の生産、消費を行
わないという環境に配慮した事業活動やライフスタイルを定着さ
せ、ごみの発生そのものを抑制します。

再生できるもの（紙類、衣類、びん、缶、プラスチック類など）
は、資源としてリサイクルします。

発生抑制（リデュース）・
再使用（リユース）の推進

再生利用（リサイクル）
の推進

教育、啓発活動の充実

ごみの減量とリサイクルを推進するためには、市民、事業者及び
市が協働して取り組んでいくことが重要であり、学校・地域にお
ける環境学習の実施や市民等による自主的な活動を支援し、積極
的な情報提供などを行います。

 

 

２ 適正かつ効率的なごみ処理体制の整備 

   ごみの収集運搬及び施設処理の過程における適正かつ効率的なごみ処理体制を確立し、不法投棄 

  などの不適正処理等に関しては、関係機関と連携した対策を実施します。 

その他ごみの処理に関し
必要な事項

災害発生時の災害ごみや海岸漂着ごみに関しては、関係機関等と
の連携による回収及び処理体制を整備します。

基本施策 施策の概要

不法投棄や野焼きなどの未然防止策の実施や地域などと連携した
監視・通報体制の強化を図り、発生後は、現状回復等速やかに対
応を行います。

丌適正処理に関する対策

収集運搬・中間処理・最終処分のあり方を検証し、新規ごみ処理
センター建設に向けて民間事業者や天草広域連合などとの連携を
図りながら、ごみ処理体制の適正化と効率化に努めます。

ごみ処理体制の
適正化と効率化

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標達成に向けた基本方針と各主体における取組み 

■丌法投棄の現場（平成23年4月） ■分別収集で集められた紙類等 

基本方針 
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＜ 基 本 方 針 ： ご み の 減 量 と リ サ イ ク ル の 推 進 ＞ 

市
　
民

●買い物の際はマイバッグを持参し、過剰包装は断る。
●買い物は無駄を省くなど、計画的に行う。
●物を大切に長く使い、詰替え製品の使用に努める。
●食材は使い切り、食べ残しをなくすように努める。
●ごみは正しく分別し、可燃ごみの減量に努める。
●生ごみは処理機で堆肥化し、排出する場合には十分に水切りを行う。

●レジ袋削減（マイバッグ）推進運動に積極的に参加し、レジ袋の削減を推進する。
●排出者責任や拡大生産責任があることを認識し、ごみの発生抑制と適正な分別に努め
　る。
●包装の簡略化や食品トレイの使用が削減される販売方法を検討する。

●容器包装ごみの発生抑制
　　レジ袋削減（マイバッグ）推進運動などにより、買い物の際のレジ袋や過剰包装の辞
　退、使い捨て商品の使用の抑制等に関する啓発に取り組む。
●再使用の促進
　　リサイクルショップやフリーマーケットなどに関する情報を紹介し、市民等の積極的
　な活用を促進する。
●可燃ごみの減量
　　資源物や丌燃物の適正な分別による可燃ごみへの混入防止策の検討、生ごみの発生の
　抑制や啓発による生ごみの水切りの励行、購入費補助の継続による家庭用生ごみ処理機
　等の導入の促進、生ごみの集団処理への拡大に取組む。

市

事
業
者

発生抑制（リデュース）・再使用（リユース）の促進基　本　施　策

 

●容器や包装については、リサイクルしやすい商品（素材）のものを製造または使用す
　る。
●引き取った廃家電製品は適正に管理し、製造業者に引き渡す。
●資源物の分別を徹底し、リサイクルルートを確保する。
●食品トレイや牛乳パックの店頭回収等を実施し、リサイクルに資する取組みを行う。
●事務所で発生する紙ごみを分別し、古紙回収に回して資源化を図る。
●再生利用品などの環境に配慮した製品を使用する。

事
業
者

●分別の徹底
　　紙類やプラスチック類などの資源物が、可燃ごみの中に多く混入されていることか
　ら、分別の徹底について継続して啓発を行う。特に、事業者に対しては、事業ごみの適
　正な分別に関する指導を強化し、食品トレイや牛乳パックなどの店頭回収の取組みの実
　施について働きかける。

●再生品の積極的な利用
　　再生品の積極的な利用などによるグリーン購入の推進を図る。

●集団回収の推進
　　現在、子供会や学校などで実施されている集団回収の状況を把握し、資源化及び自主
　的な実践活動の活性化を図るため、助成金などによる支援制度の検討を行う。

●生ごみなどの分別と資源化の検討
　　生ごみや廃食油の分別による資源化及び利活用、草木類の資源化に向けた堆肥化シス
　テムの構築の検討を行い、資源化の取組みを実施する。

基　本　施　策 再生利用（リサイクル）の推進

●資源物は分別ルールやマナーを守って排出する。
●生ごみ処理機等を活用した生ごみの堆肥化に努める。
●店舗などが行う資源物の店頭回収などに協力する。
●家電リサイクル法対象の廃家電製品は、決められた方法で適正に処理し、パソコンや携
　帯電話などを処理する際は、再資源化する取組みに協力する。
●再生利用品を積極的に利用する。

市
　
民

市

 

基本施策における各主体（市民・事業者・市）の役割 
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●ごみ問題に関心を持ち、ごみ問題の現状や対策に関する知識や理解を深める。
●ごみ問題に関する学習会やイベント等に積極的に参加する。
●地域の環境美化活動や清掃活動に積極的に参加する。

●ごみ問題に関する教育により、従業員の意識向上を図り、ごみの減量と資源化に資する
　取組みの実践行動につなげる。
●ごみ問題に関する研修会などに積極的に参加する。
●地域の環境美化活動や清掃活動に積極的に参加する。

●学校や地域における環境教育・環境学習の実施
　　学校や地域におけるごみの減量や資源化に関する環境教育の実施の推進、出前講座や
　説明会の開催、イベント等の活用による学習機会の提供と内容の充実を図る。

●情報提供の充実
　　市広報媒体等を活用して、ごみ減量と資源化に関する情報を積極的に提供する。

●市民等の自主的活動の推進
　　市民等による環境美化活動や地域清掃活動などに対して支援するとともに、その取組
　内容を広く紹介する。また、ごみの減量や資源化に資する顕著な活動を行う個人及び団
　体に対しては、表彰を行う。

市
　
民

事
業
者

市

基　本　施　策 教育、啓発活動の充実

 

 

 

＜ 基 本 方 針 ： 適 正 か つ 効 率 的 な ご み 処 理 体 制 の 整 備 ＞ 

●市が実施する排出ルールに対する理解を深め、適正な収集運搬、中間処理及び最終処分
　の実施に協力する。
●自らが利用する各地区のごみステーションの管理及び運営に率先して取り組む。

●排出事業者は事業ごみの運搬について、自らが適正に行うか一般廃棄物収集運搬業許可
　業者に依頼する。
●一般廃棄物収集運搬業許可業者は、市が直接収集しない事業ごみや一時多量ごみなどの
　収集運搬について、適正に実施する体制を整備する。

●収集運搬体制
　　各地区が管理するステーションでの雨水侵入防止策を実施し、水分の除去による可燃
　ごみの減量化を図る。
　　家庭ごみの収集運搬においては、今後も引続きごみ分別の手引きや収集カレンダー等
　の作成及び周知により排出ルールの啓発等を行い、事業ごみの収集運搬においては、一
　般廃棄物収集運搬業許可業者と連携を図りながら、適正かつ効率的な実施に取り組む。
　　新規ごみ処理センターの建設に向けては、収集運搬体制のあり方を検討し、ごみ処理
　経費の適正化が図られるよう努める。

●中間処理体制
　　松島地区清掃センターにおいては、ごみの減量や適正な分別による焼却処理量の削減
　により、運営の効率化と施設の延命化を図る。
　　新規ごみ処理センターの建設に向けては、天草広域連合等との連携を強化し、適切な
　建設計画と運営の効率化が図られるよう努める。

●最終処分場
　　ごみを適正に処理し、埋立処分量を最小化することで、最終処分量の削減による施設
　の延命化を図る。

市

事
業
者

市
　
民

ごみ処理体制の適正化と効率化基　本　施　策
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市
　
民

事
業
者

●法令やごみ出しルールを守り、ごみを適正に排出し、ごみをみだりに捨てたり、燃や
　したりしない。
●市への通報などにより、丌法投棄や野焼きの防止に協力する。

●丌法投棄や野焼きの防止策
　　看板の設置や市広報媒体を活用した啓発、環境パトロールの実施により、丌法投棄
　（ポイ捨ても含む）や野焼きなどの丌適正処理の未然防止や早期発見に努める。
●関係機関等との連携による監視・通報体制等の強化
　　地域や県及び警察などの関係機関と連携した監視・通報体制の強化を図り、発生後
　は、現状回復等速やかな対応に努める。

市

基　本　施　策 丌適正処理に関する対策

●廃棄物処理関係の団体は、災害の発生に備え、災害ごみの処理について協力する体制
　を整える。
●排出禁止物や特別管理一般廃棄物などの処理が困難なごみについては、専門の処理業
　者等に依頼して適正に処理を行う。

市
　
民

事
業
者

●災害ごみの適正処理
　　上天草市地域防災計画を踏まえ、地震や台風などの大規模な災害時に発生する災害
　ごみの適正な処理について検討するとともに、国、県、周辺自治体や産業廃棄物協会
　などの関係機関との連携による迅速かつ円滑な適正処理を行うための体制を整備す
　る。

●海岸漂着ごみの適正処理
　　海岸域に漂着したごみについては、海岸管理者や関係機関等と連携した回収及び適
　正な処理を実施する。

●適正処理困難物への対応
　　排出禁止物や特別管理一般廃棄物などの処理が困難なごみについては、排出者自ら
　が専門の処理業者等に依頼して処理するよう指導を行う。

市

基　本　施　策 その他ごみの処理に関して必要な事項

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■出前講座 

（平成 23 年 5 月 岩谷地区） 

■海岸漂着ごみ 

 （平成 23 年 6 月 宮津海岸） 

■レジ袋削減（マイバッグ） 

 推進運動（平成 23 年 10 月） 

■丌法投棄禁止看板設置 

（平成 23 年７月 七つ割） 

■海の日ボランティア清掃活動 

（平成 23 年７月） 
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 上天草市における生活排水の処理の流れは以下のようになっています。 

生
活
排
水
発
生
源

し
　
尿

生
活
雑
排
水

合津終末処理場

浄
化
槽
汚
泥

生
し
尿

民

間

処

理

業

者

放
　
　
流
　

（
河
川
・
海

）

未処理水

処理水

処理水

処理水

処理水

（
機
械
乾
燥
処
理

）

上

天

草

衛

生

セ

ン

タ

ー

公共下水道

コミュニティ
プラント

合併処理浄化槽

単独処理浄化槽

くみ取り便槽

自家処理

 

 

 

 

 上天草市における平成１６年度から２２年度までの生活排水処理の割合の推移は、次のとおりです。 

 

 <生活排水処理の割合の推移>                            （単位：％） 

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

23.5 25.4 27.8 30.1 32.0 34.1 38.0

8.0 8.4 9.3 10.3 11.2 12.0 12.9

1.9 1.9 2.0 2.0 1.7 1.7 1.7

13.6 15.1 16.5 17.8 19.1 20.4 23.4

52.1 50.5 48.3 45.6 43.3 40.9 39.7

51.2 49.8 47.8 45.1 42.9 40.4 39.3

0.9 0.7 0.5 0.5 0.4 0.5 0.4

23.9 24.7 25.0 22.324.3
（単独処理浄化槽）

し尿収集

自家処理

非水洗化

年　　　　度

水洗化・生活雑排水処理

下水道

24.4 24.1

コミュニティプラント

合併処理浄化槽

水洗化・生活雑排水未処理

 

 

 

 生活排水処理率は年々向上しており、平成２２年度には３８．０％に達しています。 

し尿と合わせて生活雑排水を処理している生活排水処理率は、県下でも下位の状況で

あり、より一層の生活排水処理率の向上が望まれます。 
課題 

生活排水処理の流れ 

生活排水処理の現状と課題 

23.5％ 38.0％ ●生活排水処理率 【14.5 ﾎﾟｲﾝﾄ増】

377 円減】 
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 生活排水処理に関する計画の達成度を評価するために、以下の目標を設定します。 

 

 

 生活排水処理率を平成３２年度までに５６．８％以上にします。 

 

 

 

 

 現在の生活排水処理は、公共下水道、コミュニティプラントや合併処理浄化槽により行われており、

これらは、公共用水域の水質保全を図るうえで不可欠であることから、生活排水対策の必要性と水環境

の重要性については、今後より一層の啓発を推進しなければなりません。 

 そこで、上天草市における生活排水処理の基本方針を次のとおり定め、『豊かな水環境の実現』を目

指します。 

 

●公共下水道整備済み区域における未接続者への指導と啓発に取り組む。
●合併処理浄化槽の設置及び転換を促進する。
●下水道終末処理場、コミュニティプラントの適正な維持、管理による施設及び設備の
　延命化に努める。
●合併処理浄化槽の清掃や適正管理の実施について啓発する。
●合併処理浄化槽の必要性についての啓発と水質保全に関する情報の提供を行う。
●し尿及び浄化槽汚泥の適切かつ効率的な収集運搬体制を確立する。

市

●公共下水道や合併処理浄化槽に転換する。
●新築、改築時には合併処理浄化槽を設置する。
●家庭での汚濁源対策を実施する。
●工場、事業所等排水の適正処理により、河川水質汚濁を防止する。
●市の活動に協力する。

市
　
民

事
業
者

基　本　施　策
・公共下水道の普及　　　　・し尿及び浄化槽汚泥の適正処理
・合併処理浄化槽の普及　　・浄化槽の適正管理の啓発

公共下水道による
生活排水の適正処理の推進

合併処理浄化槽による
生活雑排水の適正処理の推進

安定した収集運搬、
し尿及び浄化槽汚泥の適正処理の推進

<基本方針>

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活排水処理の目標 

目標達成に向けた基本方針と各主体における取組み 

■ハクセンシオマネキ（松島町） 

38.0％ 

 

56.8％ ●生活排水処理率 【18.8 ﾎﾟｲﾝﾄ増】

377 円減】 

■アカモクの種まき（大矢野町） 
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   本計画の推進に当たっては、環境教育の実施や自主的な活動などに対する支援等を行いながら、 

  市民等による環境に配慮した取組みを活性化し、計画を着実に推進するための体制づくりに積極的 

  に取り組むとともに、年度ごとに策定する「一般廃棄物処理実施計画」に基づき、目標を達成する 

  ための具体的な施策を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   本計画の実効性を高めるために、下の図のようなＰＤＣＡサイクルの考え方に則し、年度ごとに 

  点検及び評価を行いながら、目標達成に向けた施策等の継続的な改善を実施します。 

   また、計画の進行状況については、毎年度、環境審議会に報告するとともに、ホームページなど 

  で公表し、環境審議会などの意見を踏まえたうえで、施策の改善や計画内容の見直しを行います。 

 

 

施策等の
企画・立案
( Plan )

施策の実施
( Do )

実施状況の
点検・評価
( Check )

施策等の
見直し
( Act )

PDCAサイクル

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の推進と管理 

計画の推進体制 

計画の進行管理 

一般廃棄物
処理実施計画

啓発と支援

協力と実践

市の取組み
市民・事業者
の取組み

（年度ごとに策定）
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